
その他わからないことや気になることがありましたら、医師または薬剤師にご相談ください。

潰瘍性大腸炎の患者さまへ
タクロリムスカプセル「JG」を服用される

よくお読みいただき、正しく服用してください。

服用にあたっての注意点
●1日2回、朝食後と夕食後に服用してください。
●服用する直前に包装から取り出して服用してください。
●必ず指示に従い、コップ１杯の水またはぬるま湯と一緒に服用してください。
●医師の指示なしに、自分の判断で服用する量や回数を変えたり、服用を中止
　したりしないでください。
●飲み忘れた場合は、気がついた時にできるだけ早く１回分を服用してください。
　ただし、次に服用する時間は、5時間以上間隔をあけてください。

●誤って多く服用した場合は、すぐに医師または薬剤師に相談してください。
●グレープフルーツ（ジュース）と一緒に服用すると、このお薬の作用が強くなる
　ことがありますので避けてください。
●セイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズワート）を含有する食品と一緒に服用す
　ると、このお薬の作用が弱くなることがありますので避けてください。
●このお薬により、体の抵抗力が弱まりかぜなどの感染症にかかりやすくなる
　ことがあります。人混みを避けたり、外出後は手洗いやうがいなどを行い、
　感染症にかからないように注意してください。

●以下に該当する方は、必ず医師または薬剤師に相談してください。
●熱・腹痛・下痢・全身倦怠感がある方
●以前にお薬を服用して発疹やかゆみなどが出たことのある方
●妊娠または妊娠の可能性のある方
●授乳中の方
●肝臓が悪い方
●腎臓が悪い方
●予防接種を受ける予定のある方
●他のお薬を服用している方（薬局で買ったお薬も含めて）

絶対に、２回分を一度に服用しないでください。

（裏面に続く）



ブロモクリプチン、ダナゾール、エチニル
エストラジオール、オメプラゾール、ランソ
プラゾール、トフィソパム、アミオダロン

●以下のものとの併用には十分注意する必要があります。
　該当するものがある場合は、医師または薬剤師に相談してください。

タクロリムスの作用が
強くなることがあるもの

タクロリムスの作用が
弱くなることがあるもの

抗てんかん剤 カルバマゼピン、フェノバルビター
ル、フェニトイン

他の医療機関を受診する場合や、薬局などで他のお薬を購入する場合は、必ずこのお薬を服用している
ことを医師または薬剤師に伝えてください。

医師または薬剤師の連絡先

エリスロマイシン、ジョサマイシン、
クラリスロマイシン抗生物質 リファンピシン、リファブチン

抗真菌剤 イトラコナゾール、フルコナゾール、
ボリコナゾール 等

カルシウム
拮抗剤

ニフェジピン、ニルバジピン、ニカ
ルジピン、ジルチアゼム 等

プロテアーゼ
阻害剤

リトナビル、サキナビル、ネルフィナ
ビル、テラプレビル

その他

飲食物 グレープフルーツ（ジュース） セイヨウオトギリソウ（セント・ジ
ョーンズ・ワート）含有食品
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